

























































































































ア単冗の構想について 32.1 29.6 
イ課題づくり 53.6 37.0 
ウ 生徒同士のかかわりあい 53.6 33.3 
エ個の生かし方， 個別の支援 39.3 63.0 
オ基礎 ・基本の定着 28.6 51. 8 
カその他 3.6 18.5 
2 悩みの解決方法 (複数回答)
ア 同じ教科の教員(校内)に相談 42.9 96.3 
イ 同じ学年の教員(校内)に相談 25 29.6 
ウ ア・イ以外の校内の教員に相談 21.4 7.4 
エ他の学校の教員に相稔 28.6 33.3 
オ関連する本を帯νだり，明彦会に参 60.7 55.6 
加したりする。




イやや思う 10.7 11. 1 
ウ あまり思わない 。 3.7 
エ恩わない 。 。
(2)他教科の先生からの意見は授業改善に役立つ。
ア思う 57. 1 59.3 
イやや居、う 39.3 33.3 
ウ あまり思わない 3.6 7.4 
エ思わない 。 。
(3)同じ教科の先生の授業を見ることは佼業改善に役立つG
ア培、う 85.7 88.9 
イやや思う 14.3 11.1 
ウ あまり恩わない 。 。
エ思わない 。 。
(4)他耕三↓の先生の授業を見ることは授業改善に役立つ。
ア思う 46.4 44.5 
イやや思う 53.6 40.7 


























































































































































































“- -ー “- -一一 一一 一 一一一 一“ー』一 一一 一
振り返り -授業者の実品主力、ら学んだことを各自簡単に文草化する。
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